
令
和
5
年
の
新
年
を
迎
え
ま
し

て
、
１
月
13
日
（
金
）
に
、
大
津

び
わ
湖
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
、

「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
行
い
、
17

支
部
、
１
０
６
名
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
し
た
。

ま
だ
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落

ち
着
か
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

３
年
ぶ
り
の
滋
賀
県
建
築
組
合
新

年
会
を
執
り
行
う
事
が
で
き
、
多

忙
な
中
、
国
会
議
員
・
県
議
会
議

員
の
皆
様
、
ま
た
中
建
国
保
・
岩

舘
常
務
、
各
支
部

組
合
員
の
皆

様
、
多
く
の
方
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
久
し
ぶ
り
の
交
流
の
場
が
和

み
ま
し
た
。

感
染
対
策
も

生
活
に
馴
染
む

よ
う
に
な
り
過

ご
せ
て
来
て
は

い
ま
す
が
、
社

会
情
勢
は
海
外

の
政
情
不
安
や

国
内
政
策
の
改

革
、
物
価
高
騰

に
よ
る
経
済
変

動
な
ど
多
く
の

影
響
を
受
け
不
安
を
抱
え
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
日
々
の
仕
事
に

追
わ
れ
な
が
ら
生
活
は
支
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
し
い
年
を
迎
え
て
気
持
ち
を

新
た
に
生
活
安
定
に
向
け
て
、
い

か
に
道
筋
を
開
け
る
か
組
合
活
動

と
組
織
力
を
活
か
し
、
次
の
世
代

が
育
て
ら
れ
る
体
制
造
り
を
確
立

す
べ
く
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
と
言
う
言
葉
が

使
わ
れ
る
様
に
な
り
、
早
く
も
３

年
も
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当

組
合
に
於
き
ま
し
て
も
思
う
様
な

活
動
が
実
施
で
き
ず
、
仲
間
同
士

の
ふ
れ
あ
い
や
繋
が
り
が
薄
れ
行

く
中
、
感
染
対
策
を
講
じ
つ
つ
、

緩
や
か
な
が
ら
徐
々
に
組
合
活
動

を
回
復
さ
せ
て
参
り
ま
し
た
。

対
面
形
式
で
の
機
関
会
議
や
学

習
会
が
開
催
さ
れ
る
様
に
な
り
、

８
月
29
日
に
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
学

習
会
を
開
催
、
ま
た
11
月
24
・
25

日
の
２
日
間
に
渡
り
、
石
綿
含
有

建
材
調
査
者
講
習
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
10
月
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
、
課

税
事
業
者
、
非
課
税
事
業
者
共
に

喫
緊
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
様
に
な

り
、
ま
た
同
じ
く
10
月
か
ら
建
築

物
等
解
体
・
改
修
工
事
の
際
、
石

綿
含
有
建
材
有
無
に
つ
い
て
の
事

前
調
査
は
有
資
格
者
（
調
査
者
）

が
実
施
す
る
事
が
義
務
化
さ
れ
る
、

こ
と
と
な
り
、
対
応
準
備
も
必
要

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依

然
厳
し
く
、
木
材
や
建
設
資
材
の

高
騰
、
住
宅
機
器
の
納
期
遅
延
に

加
え
、
昨
年
２
月
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
が
高
騰
し
、
世
界
的
な
イ
ン
フ

レ
が
進
み
、
わ
が
国
で
は
円
安
が

起
こ
り
、

経
済
状
況
は
混
沌
と

し
、
日
々
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て

い
ま
す
。

建
設
国
保
を
め
ぐ
る

情
勢
で

は
、
全
国
で
予
算
確
保
に
向
け
て

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
11
月
に

は
東
京
で
予
算
要
求
中
央
総
決
起

集
会
が
行
わ
れ
、
各
関
係
省
庁
や

地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

滋
賀
県
建
築
組
合
の
組
合
員
、

全
建
総
連
の
令
和
４
年
度

第
63

回

定
期
大
会
は
、
10
月
19
日
か
ら

21
日
の
３
日
間
、
徳
島
県
徳
島
市

で
、
２
年
間
行
わ
れ
な
か
っ
た
会

場
で
の
開
催
を
、
今
年
度
は
対
面

開
催
で
行
う
こ
と
に
至
り
、

会

場
は
徳
島
市
内
の
「
ア
ス
テ
ィ

と

く
し
ま
」
を
全
体
会
議
の
主
会
場

と
し
て
、
分
科
会
会
場
は
、
市
内

７
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。今

大
会
は
、
50
県
連
・
組
合
よ

り
、
１
１
５
２
人
の
参
加
者
で
、

今
ま
で
の
会
場
開
催
よ
り
は
少
な

め
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
ぶ

り
の
組
合
員
仲
間
が
集
ま
れ
た
喜

び
と
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

生
活
環
境
で
の
感
染
対
策
は
ま

だ
ま
だ
緩
め
ら
れ
ず
、
万
全
の
予

防
対
策
は
必
要
と
し
て
準
備
さ
れ

た
開
催
と
な
り
、
今
回
の
テ
ー
マ

で
は
、
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
組
織
拡
大
・C

CU
S

推
進
で
、
物

価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
・
単
価
引

き
上
げ
を
実
現
し
よ
う
」
を
か
か

げ
、
建
設
国
保
の
育
成
・
強
化
、

建
設
業
の
働
き
方
改
革
、C

C
U
S

の

促
進
・
活
用
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
、
大
衆
増
税
反
対
・
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
見
直
し
・
延
期
な
ど

を
主
な
内
容
と
し
て
活
発
な
討
議

が
交
わ
さ
れ
、
３
日
間
の
日
程
を

終
え
て
、
第
63
期
の
運
動
方
針
・

予
算
・
役
員
体
制
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、

飯
泉

嘉
門

徳
島
県
知
事

内
藤

佐
和
子

徳
島
市
長

自
由
民
主
党

上
野

賢
一
郎

衆
議
院
議
員

立
憲
民
主
党

枝
野

幸
男

衆
議
院
議
員

公
明
党

(

四
国)

山
崎

正
恭

衆
議
院
議
員

日
本
共
産
党

仁
比

聡
平

参
議
院
議
員

国
民
民
主
党

玉
木

雄
一
郎

衆
議
院
議
員

社
会
民
主
党

福
島

み
ず
ほ

参
議
院
議
員

方
々
の
来
訪
が
あ
り
、
登
壇
激
励

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
滋
賀
建
築
は
今
年
度
も

組
織
拡
大
が
２
％
を
超
え
る
達
成

率
を
上
げ
表
彰
を
受
け
、
さ
ら
に

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
で
も
高
い
達
成

率
を
上
げ
ら
れ
た
た
め
、
当
組
合

の
野
瀬
執
行
委
員
が
分
科
会
の
特

別
報
告
に
て
達
成
向
上
に
至
る
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

徳
島
で
の
開
催
で
、
準
備
を
進

め
て
来
ら
れ
た
地
元
組
合
、
徳
島

建
労
、
フ
レ
ッ
セ
な
ど
関
係
者
の

組
合
員
仲
間
皆
さ
ん
に
感
謝
の
言

葉
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
、
無
事
に

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
家
族
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
約
１
０
０
０
０
通
の
ハ
ガ
キ
は
、

運
動
を
後
押
し
す
る
も
の
と
し
て

大
き
な
力
と
な
り
、
予
算
の
現
行

補
助
水
準
を
確
保
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

組
織
拡
大
運
動
で
は
、
各
支
部

長
や
組
合
員
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
昨
年
度
は
39
名
、
今
年
度
は

12
月
ま
で
に
約
50
名
の
増
勢
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
も
様
々
な
変
化
に

対
応
が
求
め
ら
れ
る
一
年
と
な
り

ま
す
。

本
年
も
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族

の
皆
様
に
寄
り
添
っ
て
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
ご
支
援
並
び
に
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

国
の
来
年
度
予
算
編
成
に
関

わ
る
予
算
要
求
中
央
行
動
を
、

令
和
４
年
12
月
１
・
２
日
に
、

冨
田
組
合
長
、
髙
村
書
記
長
が
、

東
京
議
員
会
館
に
て
要
請
・
要

望
の
面
談
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
滋
賀
県
地
元
国
会

議
員
へ
の
面
談
を
、
分
刻
み
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
各
議
員
方
々

へ
の
要
請
活
動
を
行
い
、
２
日

目
に
は
全
体
会
議
の
後
、
厚
生

労
働
省
保
健
局
へ
の
要
請
・
要

望
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
要
因
で
影
響
を
受
け

て
い
る
資
材
高
騰
の
実
態
状
況

の
説
明
と
、
そ
れ
に
伴
い
上
が

ら
な
い
賃
金
へ
の
実
情
を
、
い

か
に
改
善
に
向
け
て
出
来
る
こ

と
が
な
い
か
、
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
後
継
者
不
足
問
題
、
建
設

国
保
助
成
の
維
持
、
県
へ
の
要

望
で
も
あ
る
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
受
診
率
向
上
に
向

け
た
助
成
な
ど
を
書
面
提
示
し
、

地
元
議
員
方
々
へ
の
面
談
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
建
設
国
保
助
成
は
現
行
水
準

を
確
保
出
来
ま
し
た
。
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澤
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青
年
部
活
動
の
、
関
西
青
協
統

一
行
動
で
、
令
和
４
年
12
月
４
日

（
日
）
に
、
「
道
の
駅
草
津
」
に
て
、

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に
よ
る
救

済
制
度
の
不
備
な
部
分
の
改
正
を

求
め
る
請
願
書
署
名
活
動
を
、
青

年
部
の
８
名
が
参
加
し
行
い
ま
し

た
。こ

の
署
名
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
訴

訟
が
最
高
裁
判
決
と
し
て
、
２
０

２
１
（
令
３
）
年
５
月
17
日
、
東

京
・
神
奈
川
・
京
都
・
大
阪
の
各

訴
訟
判
決
を
下
し
、
国
の
一
人
親

方
を
含
む
賠
償
責
任
を
認
め
、
建

材
企
業
も
10
社
の
責
任
を
断
罪
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
判
決

を
基
に
成
立
し
た
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
給
付
金
制
度
は
、
屋
内
作
業
者

で
、
違
法
期
間
を
就
労
時
期
が
少

し
で
も
外
れ
た
り
、
死
亡
か
ら
20

年
が
期
限
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、

す
べ
て
の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
が
対
象
で
は
な
く
、
屋
外
作
業

者
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

ま
た
、
被
害
給
付
金
法
は
国
だ

け
が
拠
出
す
る
制
度
で
、
建
材
企

業
の
拠
出
は
な
く
、
原
告
と
裁
判

で
争
い
続
け
る
姿
勢
を
変
え
て
い

ま
せ
ん
。

今
後
、
建
材
製
造
企

業
も
含
め
た
補
償
給
付
制
度
に
も

変
え
て
行
く
要
請
や
運
動
で
、
制

度
改
正
を
求
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

青
年
部
の
組
織
拡
大
行
動
を
、

令
和
４
年
12
月
14
日
に
近
江
八
幡

に
て
行
い
ま
し
た
。

県
内
の
青
年
部
員
を
広
く
募
り
、

各
支
部
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
、

部
員
拡
大
と
交
流
で
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
活
動
と
し
て

開
か
れ
、
こ
の
日
は
、
午
前

中
に
彦
根
で
断
熱
施
工
実
技

研
修
会
が
あ
り
、
午
後
に
八

幡
市
内
で
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
懇
親

会
が
あ
り
参
加
部
員
の
話
も

和
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
の
減

少
と
共
に
後
継
者
不
足
が
言
わ

れ
る
中
で
、
青
年
部
員
仲
間
と

し
て
関
わ
っ
て
組
合
活
動
に
も

参
加
し
て
も
ら
い
、
将
来
の
組

織
力
の
維
持
を
す
る
上
に
も
交

流
の
機
会
を
設
け
、
繋
が
り
を

築
い
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
、
国
土
交
通
省
の

補
助
事
業
と
し
て
、
断
熱
施
工
実

技
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
実
技
研
修
会
は
、
現
在

６
回
行
わ
れ
て
お
り
、
実
技
会
場

は
、
彦
根
市
内
の
株
式

会
社
「
滋
賀
原
木
」
で
、

常
設
研
修
会
場
と
し
て

置
か
れ
、
今
後
も
日
程

を
調
整
し
な
が
ら
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
建
築
物
省

エ
ネ
法
の
改
正
に
よ
り
、

２
０
２
５
年
度
に
省
エ

ネ

基

準
の

適

合

義
務

化

に

向
け

て

、

施
工

に

関

わ
る

主

に

大
工

技

能

者
の

断

熱

施
工

で
の
技
術
性
能
の
向
上
に
向
け
て

施
工
手
順
を
確
認
し
、
外
皮
性
能

（
床
・
壁
・
天
井
・
窓
）
を
上
げ
る

た
め
、
気
密
施
工
が
実
践
さ
れ
る

よ
う
に
、
実
技
を
行
い
な
が
ら
受

け
る
研
修
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。今

後
、
省
エ
ネ
法
と
し
て
、
さ

ら
に
基
準
を
上
げ
た
適
合
義
務
化

が
行
わ
れ
て
行
き
、
す
べ
て
の
新

築
住
宅
・
非
住
宅
に
も
適
用
さ
れ
、

２
０
３
０
年
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
（
脱
炭
素
）
に
向
け
た
、

Z
E
H

（
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）

基
準
へ
の
引
き
上
げ
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

全
建
総
連

11
・
18

賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

が
、
例
年
の
東
京
日
比
谷

公
園
、
野
外
音
楽
堂
で
行

わ
れ
、
45
県
連
・
組
合
よ

り
１
８
２
６
人
の
組
合
員

参
加
者
で
、
定
期
大
会
で

採
択
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
か
か
げ
、
中
央
総
決
起

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
決
起
大
会
で
は
、

議
長
団
と
し
て
滋
賀
建
築

よ
り
、
大
澤

智
満

副
組

合
長
が
登
壇
し
、
千
葉
土
建
の
中

島

宏
和

中
央
副
執
行
委
員
長
と

共
に
務
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

中
西
中
央
執
行
委
員
長
あ
い
さ

つ
の
後
、
中
央
要
請
交
渉
団
の
代

表
決
意
表
明
を
、
工
藤
副
中
央
執

行
委
員
長
が
行
い
、
厚
労
省
、
国

交
省
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ

で
、
与
野
党
６
政
党
か
ら
の
激
励

を
受
け
、
各
６
省
庁
へ
の
要
請
文

を
手
渡
し
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

基
調
報
告
を
、
勝
野
書
記
長
が

述
べ
、
決
意
表
明
を
建
設
埼
玉
、

決
議
の
提
案
、
採
択
を
建
設
山
口

が
さ
れ
た
あ
と
、
８
梯
団
に
分
か

れ
て
、
日
比
谷
公
園
か
ら
デ
モ
行

進
に
出
発
し
ま
し
た
。

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
は
、

「
建
設
国
保
を
守
れ
！
」

「
賃
金
・
単
価
を
上
げ
ろ
！
」

「
建
設
技
能
者
の
育
成
を
図
れ
！
」

「
ア
ス
ベ
ス
ト
の
被
害
者
補
償
を
拡

充
し
ろ
！
」

「
公
契
約
法
を
作
れ
！
」

「
建
材
価
格
対
策
を
強
化
し
ろ
！
」

「
物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を

守
れ
！
」

「
イ
ン
ボ
イ
ス
は
見
直
せ
・
延
期
し

ろ
！
」

「
大
衆
増
税
反
対
」

こ
の
よ
う
な
訴
え
を
、
先
頭
の

街
宣
車
と
共
に
東
京
銀
座
通
り
の

１
車
線
を
専
用
し
行
進
を
し
て
、

東
京
駅
近
く
ま
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
要
因
で
物
価
高
騰
、
そ

れ
に
追
い
つ
か
な
い
賃
金
を
上
げ

る
政
策
な
ど
の
要
請
と
社
会
の
人
々

に
広
く
訴
え
理
解
を
求
め
、
高
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
は
、
湖
国

住
ま
い
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
、「
住
ま
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
令
和
４
年
11
月
23
日

の
祝
日
に
、
「
湖
国
住
ま
い
の
見
聞

録
」
と
題
し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
や
住
ま
い
の
応
援
団
、
住
ま
い

づ
く
り
相
談
会
、
リ
フ
ォ
ー
ム
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
住
宅
に
関
わ
る
い
ろ

い
ろ
な
団
体
が
分
担
担
当
し
行
わ

れ
、
会
場
と
し
て
JR
大
津
京
近
く

の
「
ブ
ラ
ン
チ
大
津
京
」
で
、
ユ

ニ
ク
ロ
や
ニ
ト
リ
な
ど
の
入
る
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
も
広
く
、
中
庭
に
は
芝
生

の
小
高
い
丘
が
あ
り
、
遊
具
も
あ

り
、
家
族
連
れ
の
お
客
さ
ん
が
多

く
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
広

場
の
一
角
に
「
ブ
ラ
ン
チ
さ
ん
か

く
広
場
」
と
言
わ
れ
る
、
建
物
の

入
隅
を
う
ま
く
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト

広
場
が
あ
り
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
全

体
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
当
日
は
雨
降
り
に
な
り

ま
し
た
が
、
開
催
場
所
の
さ
ん
か

く
広
場
は
屋
根
の
あ
る
と
こ
ろ
で

し
た
の
で
支
障
は
な
く
、
雨
降
り

の
た
め
、
お
客
さ
ん
も
少
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
が
、
意
外
と
家
族

連
れ
で
多
く
の
人
が
来
ら
れ
て
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

滋
賀
建
築
で
は
、
住
ま
い
相
談
会

と
セ
ミ
ナ
ー
で
運
営
委
員
と
し
て

４
名
が
参
加
し
、
用
意
し
た
粗
品

グ
ッ
ズ
も
す
べ
て
出
て
し
ま
い
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
も
盛
況
に

行
わ
れ
て
、
天
候
の
悪
い
中
で
は

あ
り
ま
し
た
が
賑
わ
っ
た
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は

落
ち
着
き
ま
せ
ん
、
普
段
の
生
活

も
戻
ら
な
い
と
こ
ろ
に
社
会
情
勢

の
変
化
は
周
り
に
関
係
な
く
起
き
、

国
際
情
勢
の
変
動
や
環
境
悪
化
、

政
治
政
策
の
変
化
な
ど
、
そ
の
影

響
を
受
け
な
が
ら
家
族
の
生
活
を

守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。い

ま
置
か
れ
て
い
る
組
合
員

（
職
人
）
の
立
場
は
、
労
働
環
境
、

賃
金
、
な
ど
、
非
常
に
厳
し
く
20

年
、
30
年
前
と
変
わ
ら
な
く
、
賃

金
な
ど
は
逆
に
下
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
こ
れ

か
ら
の
世
代
が
減
る
ば
か
り
で
、

こ
れ
を
変
革
す
る
べ
く
活
動
の
場

を
戻
し
情
報
交
換
し
、
職
域
環
境

を
良
く
す
る
改
善
策
を
押
し
進
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
溢
れ
、
今

出
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
の
報
道

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
見
方
・
聞
き
方
は
あ
り
ま
す
が

正
し
い
か
間
違
い
か
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
先
こ
れ
で
い
い
の
か
目

先
だ
け
の
情
報
だ
け
で
は
な
く
広

く
見
極
め
て
行
く
判
断
力
を
持
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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